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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ヘ ア カ ッ ト 機 器 用 の 取 付 け 組 立 体 で あ っ て 、 前 記 取 付 け 組 立 体 が 、
　 切 断 ユ ニ ッ ト を 受 け る ヘ ッ ド と 、
　 前 記 ヘ ッ ド に 連 結 さ れ た 基 部 と 、
　 前 記 基 部 を 前 記 ヘ ッ ド に 連 結 す る 枢 動 機 構 で あ っ て 、 前 記 基 部 に 対 し て 前 記 ヘ ッ ド の ヘ  
ッ ド 枢 軸 周 り で の 枢 動 を 可 能 に す る 、 枢 動 機 構 と 、
　 係 合 位 置 と 係 合 解 除 位 置 と の 間 で 回 転 さ れ る 回 転 式 係 止 要 素 と を 備 え 、
　 　 （ ｉ ） 前 記 係 合 位 置 に お い て 、 前 記 回 転 式 係 止 要 素 が 前 記 ヘ ッ ド の 枢 動 を 妨 げ て 、 そ  
れ に よ り 、 前 記 ヘ ッ ド 枢 軸 周 り で の 係 止 位 置 に お い て 前 記 ヘ ッ ド を 係 止 し 、
　 　 （ ｉ ｉ ） 前 記 係 合 解 除 位 置 に お い て 、 前 記 回 転 式 係 止 要 素 が 前 記 ヘ ッ ド の 枢 動 を 妨 げ  
ず 、 そ の 結 果 、 前 記 ヘ ッ ド が 、 前 記 基 部 に 対 し て 自 由 に 前 記 ヘ ッ ド 枢 軸 周 り で 枢 動 可 能 と  
な り 、
　 前 記 回 転 式 係 止 要 素 を 前 記 係 合 位 置 ま で 回 転 さ せ る こ と で 、 前 記 ヘ ッ ド を 前 記 係 止 位 置  
へ と ド ラ イ ブ す る よ う に 前 記 回 転 式 係 止 要 素 が 構 成 さ れ て い る 、 取 付 け 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 転 式 係 止 要 素 が 、 係 止 軸 周 り を 回 転 し 、 前 記 係 止 軸 が 、 前 記 ヘ ッ ド 枢 軸 に 対 し て  
垂 直 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 取 付 け 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ヘ ッ ド に 固 定 さ れ る パ ド ル で あ っ て 、 前 記 ヘ ッ ド か ら 前 記 基 部 に 向 か っ て 延 在 す る  

請求項の数　14　（全10頁）
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パ ド ル を さ ら に 備 え 、 前 記 回 転 式 係 止 要 素 が 、 前 記 係 合 位 置 に あ る と き 、 前 記 パ ド ル と 相  
互 作 用 し て 、 前 記 係 止 位 置 に お い て 前 記 ヘ ッ ド を 係 止 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 取 付  
け 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 パ ド ル が 、 節 と 前 記 ヘ ッ ド と の 間 に 配 置 さ れ た 前 記 枢 動 機 構 の ア ー ム 間 に 延 在 す る  
と と も に 、 そ れ ぞ れ の 限 界 に お い て 、 各 ア ー ム と 係 合 し て 、 前 記 限 界 を 超 え る 前 記 ヘ ッ ド  
の 枢 動 を 妨 げ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 取 付 け 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 回 転 式 係 止 要 素 が 、 係 止 タ ブ を 備 え 、 前 記 係 止 タ ブ は 、 前 記 回 転 式 係 止 要 素 が 前 記  
係 合 位 置 に あ る と き 、 前 記 ヘ ッ ド の 枢 動 を 妨 げ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 取 付 け 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 回 転 式 係 止 要 素 は 、 前 記 回 転 式 係 止 要 素 が 前 記 係 合 位 置 に あ る と き 、 互 い に 逆 方 向  
の 前 記 ヘ ッ ド の 枢 動 を 妨 げ て 、 そ れ に よ り 、 前 記 係 止 位 置 に お い て 前 記 ヘ ッ ド を 係 止 す る  
２ つ の 係 止 タ ブ を 備 え る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 取 付 け 組 立 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ヘ ッ ド 枢 軸 に 平 行 な 方 向 に お い て 離 隔 さ れ た ２ つ の パ ド ル を 備 え 、 各 回 転 式 係 止 要  
素 が 、 そ れ ぞ れ の パ ド ル と 相 互 作 用 し て 、 前 記 ヘ ッ ド 枢 軸 の 周 り で 前 記 ヘ ッ ド に 互 い に 逆  
向 き の 枢 動 モ ー メ ン ト を 与 え る 、 請 求 項 ３ に 従 属 す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 取 付 け 組 立 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 回 転 式 係 止 要 素 を 互 い に 逆 方 向 に 回 転 さ せ る こ と で 、 ２ つ の 異 な る 係 止 位 置 に 前 記  
ヘ ッ ド を 係 止 で き る よ う に 、 前 記 回 転 式 係 止 要 素 が 、 第 ３ の 係 止 タ ブ と 任 意 選 択 の 第 ４ の  
係 止 タ ブ と を 備 え る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 取 付 け 組 立 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 係 止 タ ブ が 、 前 記 係 止 位 置 に あ る と き 前 記 枢 動 機 構 の 回 転 度 ご と の モ ー メ ン ト の 増  
大 に よ っ て 規 定 さ れ た 剛 性 を 持 ち 、 前 記 剛 性 が 、 お よ そ ７ ． ５ Ｎ ｍ ｍ ／ 度 よ り 大 き い 、 請  
求 項 ５ に 記 載 の 取 付 け 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 係 止 タ ブ が 、 回 転 度 ご と の 前 記 枢 動 機 構 の モ ー メ ン ト の 増 大 に よ っ て 規 定 さ れ る 剛  
性 を 持 ち 、 前 記 剛 性 が 、 お よ そ ０ ． ５ Ｎ ｍ ｍ ／ 度 と ７ ． ５ Ｎ ｍ ｍ ／ 度 と の 間 で あ る 、 請 求  
項 ５ に 記 載 の 取 付 け 組 立 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 枢 動 機 構 が 、 前 記 ヘ ッ ド と 前 記 基 部 と の 間 に 延 在 し 、 そ れ ぞ れ の ヘ ッ ド ジ ョ イ ン ト  
及 び 基 部 ジ ョ イ ン ト に お い て 前 記 ヘ ッ ド 及 び 前 記 基 部 に 連 結 さ れ た １ 対 の ア ー ム を 含 む ４  
節 リ ン ク 機 構 を 備 え 、 前 記 ヘ ッ ド ジ ョ イ ン ト 及 び 前 記 基 部 ジ ョ イ ン ト の 各 々 が 、 そ れ ぞ れ  
の 平 行 な 枢 軸 周 り で の 枢 動 を 可 能 に し 、 前 記 ヘ ッ ド が 、 前 記 ４ 節 リ ン ク 機 構 の １ つ の 節 で  
あ り 、 前 記 基 部 が 前 記 ４ 節 リ ン ク 機 構 の １ つ の 節 で あ り 、 各 ア ー ム が 前 記 ４ 節 リ ン ク 機 構  
の １ つ の 節 で あ り 、 前 記 回 転 式 係 止 要 素 が 、 前 記 係 合 位 置 に お い て 前 記 枢 動 機 構 と 相 互 作  
用 し て 、 前 記 係 止 位 置 に お い て 前 記 ヘ ッ ド を 係 止 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 取 付 け 組  
立 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 枢 動 機 構 が 、 前 記 ヘ ッ ド 枢 軸 に 平 行 な 方 向 に 離 隔 さ れ た ２ つ の ４ 節 リ ン ク 機 構 を 備  
え 、 前 記 ヘ ッ ド が 、 前 記 ２ つ の ４ 節 リ ン ク 機 構 の １ つ の 節 で あ り 、 前 記 基 部 が 、 前 記 ２ つ  
の ４ 節 リ ン ク 機 構 の １ つ の 節 で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 取 付 け 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 各 パ ド ル が 、 異 な る ４ 節 リ ン ク 機 構 の 前 記 ア ー ム 間 に お い て 、 前 記 ヘ ッ ド か ら 前 記 基 部  
ま で 延 在 す る 、 請 求 項 ７ に 従 属 す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 取 付 け 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 取 付 け 組 立 体 を 備 え る 、 ヘ ア カ ッ ト 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ヘ ア カ ッ ト 機 器 用 の 取 付 け 組 立 体 、 及 び ヘ ア カ ッ ト 機 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 髭 ト リ マ ー や シ ェ ー バ ー な ど の ヘ ア カ ッ ト 機 器 は 、 典 型 的 に は 、 刃 が 、 顔 な ど の 物 体 の  
輪 郭 に 追 従 す る こ と を 可 能 に す る 輪 郭 追 従 機 能 を 持 つ 。 し か し 、 こ れ ら の ヘ ア カ ッ ト 機 器  
は ま た 、 特 に 深 剃 り を 可 能 に す る 機 能 を 必 要 と す る こ と が 多 く 、 こ の 深 剃 り は 、 特 に 毛 が  
ラ ン ダ ム な 方 向 に 伸 び て い る と き 、 刃 が 肌 の 表 面 に 対 し て お よ そ ２ ０ ～ ３ ０ 度 の 角 度 に あ  
る と 最 良 に 達 成 さ れ る と 見 ら れ 、 こ の こ と は 実 験 的 に 導 き 出 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 一  
部 の 用 途 で は 、 輪 郭 追 従 を 持 つ こ と は 、 深 剃 り に 対 す る ト リ マ ー の 有 効 性 を 減 じ る 可 能 性  
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 米 国 特 許 出 願 第 ２ ０ １ ０ １ ７ ５ ２ ６ ０ 号 は 、 ユ ー ザ の 手 に よ っ て 保 持 さ れ る 把 持 部 分 と  
、 剃 刀 ユ ニ ッ ト を 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ 、 把 持 部 分 に 対 し て 所 定 の 方 向 に 揺 動 可 能 と な  
る よ う に 支 持 さ れ た ヘ ッ ド 部 分 と を 備 え た 電 動 シ ェ ー バ ー を 開 示 し て い る 。 ヘ ッ ド 部 分 は  
、 操 作 要 素 に よ っ て 使 用 準 備 済 状 態 と 格 納 状 態 と の 間 で 切 り 替 え ら れ る よ う に 構 成 さ れ た  
際 剃 り ユ ニ ッ ト と 、 ヘ ッ ド 部 分 を 固 定 す る た め の 係 合 部 分 と を 備 え 、 係 合 部 分 は 、 際 剃 り  
ユ ニ ッ ト が 準 備 済 に 切 り 替 え ら れ る と 、 操 作 要 素 と 係 合 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 第 １ の 特 定 の 態 様 に よ れ ば 、 ヘ ア カ ッ ト 機 器 用 の 取 付 け 組 立 体 で あ っ て 、 取 付 け 組 立 体  
が 、 切 断 ユ ニ ッ ト を 受 け る よ う に 構 成 さ れ た ヘ ッ ド と 、 ヘ ッ ド に 連 結 さ れ た 基 部 と 、 基 部  
を ヘ ッ ド に 連 結 す る 枢 動 機 構 で あ っ て 、 基 部 に 対 し て ヘ ッ ド の ヘ ッ ド 枢 軸 周 り で の 枢 動 を  
可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 枢 動 機 構 と 、 係 合 位 置 と 係 合 解 除 位 置 と の 間 で 回 転 さ  
れ る よ う に 構 成 さ れ た 回 転 式 係 止 要 素 と を 備 え 、 （ ｉ ） 係 合 位 置 に お い て 、 回 転 式 係 止 要  
素 が ヘ ッ ド の 枢 動 を 妨 げ て 、 そ れ に よ り 、 ヘ ッ ド 枢 軸 周 り で の 係 止 位 置 に お い て ヘ ッ ド を  
係 止 し 、 （ ｉ ｉ ） 係 合 解 除 位 置 に お い て 、 回 転 式 係 止 要 素 が ヘ ッ ド の 枢 動 を 妨 げ ず 、 そ の  
結 果 、 ヘ ッ ド が 、 基 部 に 対 し て 自 由 に ヘ ッ ド 枢 軸 周 り で 枢 動 可 能 と な り 、 回 転 式 係 止 要 素  
を 係 合 位 置 ま で 回 転 さ せ る こ と で 、 ヘ ッ ド を 係 止 位 置 へ と ド ラ イ ブ す る よ う に 回 転 式 係 止  
要 素 が 構 成 さ れ て い る 、 取 付 け 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 回 転 式 係 止 要 素 は 、 係 止 軸 周 り を 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ 、 係 止 軸 は ヘ ッ ド 枢 軸 に 対 し  
て 垂 直 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 取 付 け 組 立 体 は 、 ヘ ッ ド に 固 定 さ れ パ ド ル で あ っ て 、 ヘ ッ ド か ら 基 部 に 向 か っ て 延 在 す  
る パ ド ル を 備 え る 。 回 転 式 係 止 要 素 は 、 係 合 位 置 に あ る と き 、 パ ド ル と 相 互 作 用 し て 、 係  
止 位 置 に お い て ヘ ッ ド を 係 止 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 パ ド ル は 、 節 と ヘ ッ ド と の 間 に 配 置  
さ れ た 枢 動 機 構 の ア ー ム 間 に 延 在 す る と と も に 、 そ れ ぞ れ の 限 界 に お い て 、 各 ア ー ム と 係  
合 し て 、 限 界 を 超 え る ヘ ッ ド の 枢 動 を 妨 げ る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 回 転 式 係 止 要 素 は 、 係 止 タ ブ を 備 え 、 係 止 タ ブ は 、 回 転 式 係 止 要 素 が 係 合 位 置 に あ る と  
き 、 ヘ ッ ド の 枢 動 を 妨 げ る よ う に 構 成 さ れ る 。 回 転 式 係 止 要 素 は 、 回 転 式 係 止 要 素 が 係 合  
位 置 に あ る と き 、 互 い に 逆 方 向 の ヘ ッ ド の 枢 動 を 妨 げ て 、 そ れ に よ り 、 係 止 位 置 に お い て  
ヘ ッ ド を 係 止 す る よ う に 構 成 さ れ て い る ２ つ の 係 止 タ ブ を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 係 止 タ ブ は 、 係 止 要 素 の 互 い に 対 向 す る 側 に 配 置 さ れ 、 例 え ば 、 ヘ ッ ド 、 ヘ ッ ド に 固 定  
さ れ た パ ド ル 、 又 は 枢 動 機 構 と 係 合 す る こ と に よ っ て 、 枢 動 を 妨 げ る 。 ２ つ の 係 止 タ ブ は  
、 各 々 が 、 取 付 け 組 立 体 の 異 な る 部 分 に 係 合 し て 、 ヘ ッ ド 又 は 枢 動 機 構 に 、 互 い に 逆 向 き  
の モ ー メ ン ト を 与 え 、 そ れ に よ り 、 係 止 位 置 に お い て ヘ ッ ド を 係 止 す る 。 タ ブ は 、 係 止 要  
素 の 基 部 上 に １ ８ ０ 度 離 し て 配 置 さ れ る 。 し た が っ て 、 係 止 要 素 の 回 転 中 、 タ ブ は 、 取 付  
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け 組 立 体 の 異 な る 部 分 に 接 近 し て そ れ と 係 合 し 、 互 い に 逆 向 き の モ ー メ ン ト を 与 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 取 付 け 組 立 体 は 、 ヘ ッ ド 枢 軸 に 平 行 な 方 向 に 離 隔 さ れ た ２ つ の パ ド ル を 備 え て も よ い 。  
各 回 転 式 係 止 要 素 は 、 そ れ ぞ れ の パ ド ル と 相 互 作 用 し て 、 ヘ ッ ド 枢 軸 の 周 り で ヘ ッ ド に 互  
い に 逆 向 き の 枢 動 モ ー メ ン ト を 与 え る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 回 転 式 係 止 要 素 を 互 い に 逆 方 向 に 回 転 さ せ る こ と で 、 ２ つ の 異 な る 係 止 位 置 に ヘ ッ ド を  
係 止 で き る よ う に 、 回 転 式 係 止 要 素 は 、 第 ３ の 係 止 タ ブ と 任 意 選 択 の 第 ４ の 係 止 タ ブ と を  
備 え て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 係 止 タ ブ は 、 係 止 位 置 に あ る と き 枢 動 機 構 の 回 転 度 ご と の モ ー メ ン ト の 増 大 に よ っ て 規  
定 さ れ た 剛 性 を 持 つ 。 剛 性 は 、 お よ そ ７ ． ５ Ｎ ｍ ｍ ／ 度 よ り 大 き く て も よ い 。 剛 性 は 、 お  
よ そ ０ ． ５ Ｎ ｍ ｍ ／ 度 と ７ ． ５ Ｎ ｍ ｍ ／ 度 と の 間 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 枢 動 機 構 は 、 ヘ ッ ド と 基 部 と の 間 に 延 在 し 、 そ れ ぞ れ の ヘ ッ ド ジ ョ イ ン ト 及 び 基 部 ジ ョ  
イ ン ト に お い て ヘ ッ ド 及 び 基 部 に 連 結 さ れ た １ 対 の ア ー ム を 含 む ４ 節 リ ン ク 機 構 を 備 え 、  
ヘ ッ ド ジ ョ イ ン ト 及 び 基 部 ジ ョ イ ン ト の 各 々 が 、 そ れ ぞ れ の 平 行 な 枢 軸 周 り で の 枢 動 を 可  
能 に し 、 ヘ ッ ド は 、 ４ 節 リ ン ク 機 構 の １ つ の 節 で あ り 、 基 部 は 、 ４ 節 リ ン ク 機 構 の １ つ の  
節 で あ り 、 各 ア ー ム は 、 ４ 節 リ ン ク 機 構 の １ つ の 節 で あ る 。 回 転 式 係 止 要 素 は 、 係 合 位 置  
に お い て 枢 動 機 構 と 相 互 作 用 し て 、 係 止 位 置 に お い て ヘ ッ ド を 係 止 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 枢 動 機 構 は 、 ヘ ッ ド 枢 軸 に 平 行 な 方 向 に 離 隔 さ れ た ２ つ の ４ 節 リ ン ク 機 構 を 備 え て も よ  
く 、 ヘ ッ ド は 、 ２ つ の ４ 節 リ ン ク 機 構 の １ つ の 節 で あ り 、 基 部 は 、 ２ つ の ４ 節 リ ン ク 機 構  
の １ つ の 節 で あ る 。 合 計 ４ つ の ア ー ム と な る よ う に 、 各 ４ 節 リ ン ク 機 構 に 対 し て ヘ ッ ド と  
基 部 と の 間 に 延 在 す る ２ つ の ア ー ム が あ っ て も よ い し 、 各 ア ー ム が ２ つ の 分 岐 ス ト ラ ン ド  
を 備 え 、 各 分 岐 ス ト ラ ン ド が 異 な る ４ 節 リ ン ク 機 構 の １ つ の 節 を 形 成 す る 、 ２ つ の ア ー ム  
が あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 各 パ ド ル は 、 異 な る ４ 節 リ ン ク 機 構 の ア ー ム 間 に お い て 、 ヘ ッ ド か ら 基 部 ま で 延 在 す る  
よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 前 述 の 段 落 の い ず れ か に 記 載 の 取 付 け 組 立 体 を 備 え た ヘ ア カ ッ ト  
機 器 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ ら 及 び 他 の 態 様 は 、 以 下 で 説 明 す る 実 施 形 態 を 参 照 し て 明 ら か と な り 、 解 明 さ れ る  
で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 例 示 の み を 目 的 と し て 、 以 下 の 図 面 を 参 照 し て 、 例 示 的 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 ヘ ア カ ッ ト 機 器 を 概 略 的 に 示 す 等 角 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ヘ ア カ ッ ト 機 器 用 の 取 付 け 組 立 体 を 概 略 的 に 示 す 等 角 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 取 付 け 組 立 体 を 概 略 的 に 示 す 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ 及 び 図 ３ の 取 付 け 組 立 体 を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 、 ハ ン ド ル １ ２ と 、 ハ ン ド ル １ ２ に 固 定 さ れ た 取 付 け 組 立 体 ２ ０ と 、 取 付 け 組 立  
体 ２ ０ 上 に 受 け ら れ た 切 断 ユ ニ ッ ト １ ４ と を 備 え る ヘ ア カ ッ ト 機 器 １ ０ を 示 す 。 取 付 け 組  
立 体 ２ ０ は 、 ハ ン ド ル １ ２ に 対 し て 切 断 ユ ニ ッ ト １ ４ の ヘ ッ ド 枢 軸 ５ ０ の 周 り で 枢 動 を 可  
能 に す る よ う に 構 成 さ れ る 。 い く つ か の 例 で は 、 取 付 け 組 立 体 は 、 切 断 ユ ニ ッ ト が ハ ン ド  
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ル に 対 し て ２ つ の 垂 直 な 軸 の 周 り で 枢 動 可 能 と な る よ う に 、 ヘ ッ ド 枢 軸 に 垂 直 な 副 軸 の 周  
り で の 枢 動 を さ ら に 可 能 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 取 付 け 組 立 体 ２ ０ を よ り 詳 細 に 示 し 、 図 ３ は 取 付 け 組 立 体 ２ ０ の 分 解 図 を 示 し 、  
図 ４ は 取 付 け 組 立 体 ２ ０ の 線 Ａ － Ａ を 通 る 断 面 図 を 示 す 。 こ れ ら の 図 の 各 々 は 、 取 付 け 組  
立 体 に 取 り 付 け ら れ る 、 切 断 ユ ニ ッ ト を 駆 動 す る た め の 駆 動 部 を 省 略 し て い る が 、 取 付 け  
組 立 体 は 、 切 断 ユ ニ ッ ト を 往 復 駆 動 す る た め に 、 そ の よ う な 駆 動 部 を さ ら に 備 え 得 る こ と  
を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 取 付 け 組 立 体 ２ ０ は 、 基 部 ２ ２ と 、 ヘ ッ ド ２ ４ と を 備 え る （ 図 ４ で は ヘ ッ ド ２ ４ の み を  
示 す ） 。 基 部 ２ ２ は 、 ハ ン ド ル １ ２ に 固 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 。 ヘ ッ ド ２ ４ は 、 切 断  
ユ ニ ッ ト １ ４ を 受 け る よ う に 構 成 さ れ る 。 基 部 ２ ２ は 、 ヘ ッ ド ２ ４ が 基 部 ２ ２ に 対 し て 枢  
動 可 能 と な る よ う に ヘ ッ ド ２ ４ に 連 結 さ れ る 。 い く つ か の 例 で は 、 基 部 は 、 ハ ン ド ル と 一  
体 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 取 付 け 組 立 体 ２ ０ は 、 基 部 ２ ２ を ヘ ッ ド ２ ４ に 連 結 し 、 ヘ ッ ド 枢 軸 ５ ０ の 周 り で 基 部 ２  
２ に 対 す る ヘ ッ ド ２ ４ の 枢 動 を 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ た 枢 動 機 構 ３ ０ を 備 え る 。 こ の  
例 で は 、 枢 動 機 構 ３ ０ は 、 ２ つ の ４ 節 リ ン ク 機 構 を 備 え 、 こ れ ら の ４ 節 リ ン ク 機 構 は 、 ヘ  
ッ ド 枢 軸 ５ ０ に 平 行 な 方 向 に 離 隔 さ れ 、 各 ４ 節 リ ン ク 機 構 は 、 ヘ ッ ド ２ ４ と 基 部 ２ ２ と の  
間 に 延 在 す る １ 対 の ア ー ム ２ ６ を 含 む 。 各 ア ー ム ２ ６ は 、 そ れ ぞ れ の ヘ ッ ド ジ ョ イ ン ト ２  
８ に お い て ヘ ッ ド ２ ４ に 連 結 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 基 部 ジ ョ イ ン ト ３ ２ に お い て 基 部 に 連 結 さ  
れ 、 そ の 結 果 、 ヘ ッ ド ２ ４ が 、 両 ４ 節 リ ン ク 機 構 の １ つ の 節 と な り 、 基 部 ２ ２ が 両 ４ 節 リ  
ン ク 機 構 の １ つ の 節 と な り 、 各 ア ー ム ２ ６ が 、 こ れ ら の ４ 節 リ ン ク 機 構 の そ れ ぞ れ の ４ 節  
リ ン ク 機 構 の １ つ の 節 と な る 。 し た が っ て 、 こ の 例 で は 、 合 計 ４ つ の ア ー ム ２ ６ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ヘ ッ ド ジ ョ イ ン ト ２ ８ （ こ の 例 で は 、 合 計 ４ つ の ヘ ッ ド ジ ョ イ ン ト ２ ８ ） は 、 そ れ ぞ れ  
の ア ー ム ２ ６ と ヘ ッ ド ２ ４ と の 間 の 枢 動 を 可 能 に し 、 ヘ ッ ド ジ ョ イ ン ト ２ ８ は 、 ヘ ッ ド 枢  
軸 ５ ０ に 平 行 な そ れ ぞ れ の 枢 軸 を 中 心 と し て そ れ ぞ れ の ア ー ム ２ ６ と ヘ ッ ド ２ ４ と を 相 互  
連 結 す る 。 基 部 ジ ョ イ ン ト ３ ２ は 、 そ れ ぞ れ の ア ー ム ２ ６ と 基 部 ２ ２ と の 間 の 枢 動 を 可 能  
に し 、 基 部 ジ ョ イ ン ト ３ ２ は 、 同 じ く ヘ ッ ド 枢 軸 ５ ０ に 平 行 な そ れ ぞ れ の 枢 軸 を 中 心 と し  
て そ れ ぞ れ の ア ー ム ２ ６ と 基 部 ２ ２ と を 相 互 連 結 す る 。 し た が っ て 、 ヘ ッ ド ジ ョ イ ン ト ２  
８ の 枢 軸 は 、 基 部 ジ ョ イ ン ト ３ ２ の 枢 軸 に 平 行 と な り 、 両 ４ 節 リ ン ク 機 構 が 、 互 い に 調 和  
し て 動 く こ と を 可 能 に す る 。 ２ つ の ４ 節 リ ン ク 機 構 は 、 同 じ 寸 法 を 持 ち 、 一 方 の ４ 節 リ ン  
ク 機 構 の ヘ ッ ド ジ ョ イ ン ト ２ ８ は 、 他 方 の ４ 節 リ ン ク 機 構 の ヘ ッ ド ジ ョ イ ン ト ２ ８ と 同 じ  
枢 軸 を 共 有 し 、 一 方 の ４ 節 リ ン ク 機 構 の 基 部 ジ ョ イ ン ト ３ ２ は 、 他 方 の ４ 節 リ ン ク 機 構 の  
基 部 ジ ョ イ ン ト ３ ２ と 同 じ 枢 軸 を 共 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ４ 節 リ ン ク 機 構 を 備 え る 枢 動 機 構 ３ ０ は 、 ヘ ッ ド 枢 軸 ５ ０ の 周 り で ヘ ッ ド ２ ４ が 枢 動 可  
能 と な る ヘ ッ ド 枢 軸 ５ ０ が 、 基 部 ２ ２ に 対 し て ヘ ッ ド の 対 向 す る 側 で ヘ ッ ド ２ ４ の 直 上 に  
位 置 す る 仮 想 枢 軸 と な る こ と を 確 実 に す る 。 ヘ ッ ド 枢 軸 ５ ０ を ヘ ッ ド ２ ４ の 直 上 に あ る 仮  
想 枢 軸 と す る こ と に よ り 、 こ の 取 付 け 組 立 体 ２ ０ を 備 え る ヘ ア カ ッ ト 機 器 １ ０ が 適 用 さ れ  
る 物 体 に 対 す る ヘ ッ ド の よ り 優 れ た 適 合 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 他 の 例 で は 、 枢 動 機 構 が 、 単 一 の ４ 節 リ ン ク 機 構 の み を 備 え て も よ い し 、 ２ つ の ４ 節 リ  
ン ク 機 構 が 、 ２ つ の 分 岐 ス ト ラ ン ド を 持 つ ア ー ム を 備 え 、 単 一 の ア ー ム の 各 分 岐 ス ト ラ ン  
ド が 、 異 な る ４ 節 リ ン ク 機 構 の １ つ の 節 を 形 成 し て も よ い 。 さ ら に 他 の 例 で は 、 枢 動 機 構  
は 、 単 純 な ピ ボ ッ ト に よ っ て 基 部 に 連 結 す る ヘ ッ ド な ど 、 ヘ ッ ド 枢 軸 を 中 心 と す る 基 部 に  
対 す る ヘ ッ ド の 枢 動 を 可 能 に す る 任 意 の 好 適 な 機 構 を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 例 で は 、 取 付 け 組 立 体 ２ ０ は 、 ヘ ッ ド ２ ４ に 固 定 さ れ 、 ヘ ッ ド ２ ４ か ら 基 部 ２ ２ に  
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向 か っ て 延 在 す る １ 対 の パ ド ル ４ ８ を 備 え る 。 パ ド ル ４ ８ は 、 ヘ ッ ド 枢 軸 ５ ０ に 平 行 な 方  
向 に 沿 っ て 離 隔 さ れ 、 各 パ ド ル ４ ８ は 、 異 な る ４ 節 リ ン ク 機 構 に お い て ア ー ム ２ ６ 間 に 延  
在 す る 。 し た が っ て 、 各 パ ド ル ４ ８ は 、 両 枢 動 方 向 上 の 限 界 を 超 え る ４ 節 リ ン ク 機 構 の 枢  
動 を 妨 げ る 、 各 ４ 節 リ ン ク 機 構 の た め の ス ト ロ ー ク リ ミ ッ タ ー と し て 機 能 す る 。 他 の 例 で  
は 、 パ ド ル が 、 ４ 節 リ ン ク 機 構 の 間 に 延 在 し な く て も よ い し 、 単 一 の パ ド ル の み 、 又 は パ  
ド ル な し で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 取 付 け 組 立 体 ２ ０ は 、 基 部 ２ ２ に 対 し て ヘ ッ ド ２ ４ の 枢 動 を 選 択 的 に 防 止 す る こ と に よ  
っ て 、 係 止 位 置 に お い て ヘ ッ ド ２ ４ を 選 択 的 に 係 止 す る よ う に 構 成 さ れ た 回 転 式 係 止 要 素  
４ ０ を さ ら に 備 え る 。 係 止 要 素 ４ ０ は 、 基 部 ２ ２ に 固 定 さ れ 、 こ の 例 で は 、 ヘ ッ ド 枢 軸 ５  
０ に 垂 直 な 回 転 軸 ５ ２ の 周 り で 回 転 可 能 で あ る 。 他 の 例 で は 、 回 転 軸 は 、 ヘ ッ ド 枢 軸 に 平  
行 な も の な ど 、 任 意 の 好 適 な 軸 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 例 で は 、 係 止 要 素 ４ ０ は 、 中 空 で 浅 い 円 筒 形 の プ ロ フ ァ イ ル を 持 つ 支 持 体 ４ ４ か ら  
突 出 し 、 回 転 軸 ５ ２ を 中 心 と し て 、 支 持 体 ４ ４ の 互 い に 対 向 す る 側 に 配 置 さ れ た １ 対 の 係  
止 タ ブ ４ ２ を 備 え る 。 係 止 タ ブ は 、 支 持 体 ４ ４ か ら ヘ ッ ド ２ ４ に 向 か う 方 向 に 突 出 す る 。  
こ の 例 で は 、 係 止 タ ブ ４ ２ は 、 係 止 要 素 ４ ０ の 支 持 体 ４ ４ 上 で 、 回 転 軸 ５ ２ の 周 り で １ ８  
０ 度 離 し て 配 置 さ れ て い る 。 他 の 例 で は 、 係 止 タ ブ は 、 任 意 の 好 適 な 方 向 で 突 出 し て も よ  
く 、 支 持 体 の 周 り で 任 意 の 好 適 な ロ ケ ー シ ョ ン で 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 係 止 タ ブ ４ ０ は 、 基 部 ２ ２ か ら ヘ ッ ド ２ ４ に 向 か っ て 突 き 出 し て い る 中 央 柱 ４ ６ の 周 り  
に 着 座 す る と と も に 、 中 央 柱 ４ ６ に 対 し て 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 係 止 要 素 ４ ０ は 、  
係 合 位 置 （ 図 ２ に 示 す ） と 係 合 解 除 位 置 （ 図 示 せ ず ） と の 間 で 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ る  
。 中 央 柱 は 、 取 付 け 組 立 体 上 で 切 断 ユ ニ ッ ト を 往 復 駆 動 さ せ る た め の 駆 動 ユ ニ ッ ト の 部 品  
を 受 け 入 れ る た め の 中 央 開 口 を 備 え る 。 他 の 例 で は 、 駆 動 ユ ニ ッ ト は 、 任 意 の 好 適 な ロ ケ  
ー シ ョ ン に 置 か れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 例 で は 、 係 合 位 置 に お い て 、 係 止 要 素 ４ ０ の 係 止 タ ブ ４ ２ は 、 ヘ ッ ド ２ ４ に 固 定 さ  
れ た パ ド ル ４ ８ と 相 互 作 用 し て ヘ ッ ド ２ ４ の 枢 動 を 妨 げ 、 ヘ ッ ド ２ ４ を 係 止 位 置 に 係 止 す  
る よ う に 構 成 さ れ る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が 、 ト リ マ ー を 動 か さ ず に 予 め 決 め ら れ た 角 度 で ヘ  
ア ト リ マ ー を 使 用 で き る こ と を 望 む 場 合 又 は 旅 行 の た め に 、 係 止 位 置 に お い て ヘ ッ ド ２ ４  
を 係 止 可 能 と す る こ と は 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 係 止 要 素 ４ ０ が 、 係 合 位 置 と 係 合 解 除 位 置 と の 間 で 回 転 さ れ る と 、 係 止 要 素 の 互 い に 対  
向 す る 側 に あ る 係 止 タ ブ ４ ２ は 、 各 々 、 異 な る パ ド ル ４ ８ に 接 近 し て そ れ と 係 合 し 、 そ の  
結 果 、 各 係 止 タ ブ ４ ２ が 、 ヘ ッ ド 枢 軸 ５ ０ の 周 り で パ ド ル ４ ８ を 介 し て ヘ ッ ド ２ ４ に 互 い  
に 逆 向 き の 枢 動 モ ー メ ン ト を 与 え 、 そ れ に よ り 、 係 止 位 置 に お い て ヘ ッ ド ２ ４ を 係 止 す る  
よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 係 止 要 素 ４ ０ が 、 係 合 解 除 位 置 に 回 転 さ れ る と 、 係 止 タ ブ ４ ２ は 、 ヘ ッ ド 枢 軸 ５ ０ の 周  
り で 基 部 ２ ２ に 対 す る ヘ ッ ド ２ ４ の 枢 動 を 妨 げ ず 、 そ の 結 果 、 ヘ ッ ド ２ ４ は 、 ヘ ッ ド 枢 軸  
５ ０ の 周 り で 基 部 ２ ２ に 対 し て 自 由 に 枢 動 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 係 止 要 素 ４ ０ は 、 係 合 位 置 に 向 か う そ の 回 転 中 に ヘ ッ ド ２ ４ 又 は 枢 動 機 構 と 係 合 す る よ  
う に 構 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 ヘ ッ ド ２ ４ は 係 止 位 置 へ と ド ラ イ ブ さ れ 、 そ の 結 果 、 ヘ ッ ド  
は 、 そ こ で 係 止 さ れ る た め に 手 動 で 係 止 位 置 に 位 置 決 め さ れ る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 係 止 要 素 ４ ０ は 、 係 止 要 素 ４ ０ の 支 持 体 ４ ４ と 中 央 柱 ４ ６ と の 相 互 作 用 に よ っ て 係 合 位  
置 に 保 持 さ れ る （ 図 ４ を 見 る と 最 も よ く 分 か る ） 。 支 持 体 ４ ４ は 、 中 空 円 筒 形 状 の 内 面 か  
ら 突 き 出 し て い る １ 対 の ス ナ ッ プ タ ブ ５ ４ を 備 え 、 こ れ ら の ス ナ ッ プ タ ブ ５ ４ は 、 ス ナ ッ  
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プ フ ィ ッ ト 配 置 構 成 に お い て 、 中 央 柱 ４ ６ の 外 面 か ら 突 き 出 し て い る 対 応 す る 対 の ス ナ ッ  
プ 溝 ５ ６ そ れ ぞ れ と 協 働 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 他 の 例 で は 、 係 止 要 素 を 係 合 位 置 に 保 持  
す る 摩 擦 フ ィ ッ ト で あ っ て も よ い し 、 中 央 柱 、 又 は 係 止 要 素 が 相 互 作 用 す る 基 部 の 他 の 部  
分 に 対 し て 係 止 要 素 を 保 持 す る た め の 任 意 の 他 の 手 段 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 支 持 体 ４ ４ は ま た 、 支 持 体 ４ ４ の 内 面 か ら 突 き 出 し て い る ブ ロ ッ ク ６ ０ を 備 え る 。 ブ ロ  
ッ ク ６ ０ は 、 中 央 柱 ４ ６ の 外 面 上 の 止 め 部 ６ ２ と 協 働 し て 、 係 合 解 除 位 置 を 超 え る 中 央 柱  
４ ６ に 対 す る 係 止 要 素 ４ ０ の 回 転 を 阻 止 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 中 央 柱 ４ ６ の 外 径 は ま た  
、 止 め 部 ６ ２ ま で 増 大 し て お り 、 そ れ に よ り 、 ブ ロ ッ ク ６ ０ が 止 め 部 ６ ２ に 当 接 す る と 、  
ブ ロ ッ ク ６ ０ は 、 中 央 柱 ４ ６ と 摩 擦 的 に 協 働 し て 係 合 解 除 位 置 に お い て 係 止 要 素 ４ ０ を 保  
持 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 係 止 タ ブ ４ ２ は 、 係 止 タ ブ ４ ２ が パ ド ル ４ ８ と 係 合 状 態 に あ る と き ヘ ッ ド 枢 軸 ５ ０ の 周  
り で の ヘ ッ ド ２ ４ の 回 転 度 ご と の ヘ ッ ド ２ ４ に 対 す る モ ー メ ン ト の 増 大 に よ っ て 規 定 さ れ  
る 剛 性 を 持 つ 。 こ の 例 に お け る 剛 性 は 、 係 止 タ ブ ４ ２ が 係 止 位 置 に お い て ヘ ッ ド ２ ４ を し  
っ か り と 係 止 し 続 け る こ と を 確 実 に す る よ う に 、 お よ そ ７ ． ５ Ｎ ｍ ｍ ／ 度 で あ る 。 他 の 例  
で は 、 係 止 タ ブ は 、 お よ そ ０ ． ５ Ｎ ｍ ｍ ／ 度 の 剛 性 を 持 つ よ う に 可 撓 性 が あ っ て も よ い 。  
こ れ に よ り 、 ヘ ッ ド が 係 止 位 置 に お い て わ ず か に 動 く こ と が で き 、 枢 動 機 構 の 剛 性 を 効 果  
的 に 増 大 さ せ る 。 ヘ ッ ド の い く ら か の 動 き を 可 能 に す る 、 よ り 可 撓 性 の あ る 係 止 タ ブ を 持  
つ こ と は 、 敏 感 で な い 肌 を 持 つ ユ ー ザ が 、 さ ら な る 深 剃 り を 達 成 す る た め に 取 付 け 組 立 体  
に よ り 高 い 負 荷 を 加 え る こ と が 可 能 と な る た め 、 そ の よ う な ユ ー ザ に は 有 益 と な り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 係 止 要 素 ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ の パ ド ル ４ ８ と 相 互 作 用 し て 、 係 止 位 置 に お い て ヘ ッ ド ２ ４  
を 係 止 す る ２ つ の 係 止 タ ブ ４ ２ を 備 え る も の と し て 説 明 し た が 、 い く つ か の 例 で は 、 係 止  
要 素 は 、 単 一 の 係 止 タ ブ の み を 備 え て も よ く 、 こ れ は 、 パ ド ル 、 ヘ ッ ド 、 又 は 枢 動 機 構 と  
係 合 し 、 ヘ ッ ド 、 パ ド ル 、 又 は 枢 動 機 構 を 、 パ ド ル が ４ 節 リ ン ク 機 構 の ア ー ム の う ち の １  
つ と 係 合 す る 限 界 で あ る 係 止 位 置 ま で 押 圧 す る こ と に よ っ て ヘ ッ ド の 枢 動 を 妨 げ る 。 他 の  
例 で は 、 係 止 要 素 は 、 係 止 要 素 が ２ つ の 異 な る 方 向 に お い て ２ つ の 異 な る 係 合 位 置 ま で 回  
転 さ れ て 、 ヘ ッ ド に 対 し て ２ つ の 異 な る 係 止 位 置 を 提 供 で き る よ う に 、 ３ つ 又 は ４ つ の 係  
止 タ ブ を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら な る 例 で は 、 パ ド ル が な い 場 合 、 係 止 要 素 が 係 合 位 置 に あ る と き 、 係 止 タ ブ は 、 ４  
節 リ ン ク 機 構 の ア ー ム と 係 合 し て ヘ ッ ド の 枢 動 を 妨 げ 、 そ れ に よ り 、 係 止 位 置 に お い て ヘ  
ッ ド を 係 止 す る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 係 止 要 素 上 に 係 止 タ ブ が な い 、 さ ら に 他 の 例 で は 、 係 止 要 素 の 他 の 部 分 が 、 基 部 に 対 し  
て ヘ ッ ド の 枢 動 を 妨 げ て 、 ヘ ッ ド 枢 軸 を 中 心 と す る 係 止 位 置 に お い て ヘ ッ ド を 係 止 す る よ  
う に 構 成 さ れ て も よ く 、 例 え ば 、 係 止 要 素 は 、 楕 円 の 断 面 形 状 な ど 、 回 転 軸 を 中 心 と す る  
回 転 不 規 則 な 形 状 を 持 つ 同 じ ４ 節 リ ン ク 機 構 の ２ つ の ア ー ム 間 に 配 置 さ れ る 。 楕 円 の 長 手  
が 、 ヘ ッ ド 枢 軸 に 平 行 で あ る と き 、 係 止 要 素 は 、 ヘ ッ ド の 枢 動 に 干 渉 し な い よ う に 係 合 解  
除 位 置 と な り 、 長 手 が ヘ ッ ド 枢 軸 に 垂 直 と な る よ う に 回 転 さ れ る と 、 係 止 要 素 は 、 枢 動 機  
構 の ア ー ム と 係 合 さ れ て 、 基 部 に 対 す る ア ー ム の 枢 動 を 阻 止 し 、 し た が っ て 、 ヘ ッ ド 枢 軸  
を 中 心 と す る ヘ ッ ド の 枢 動 を 阻 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 係 止 要 素 は 、 係 合 位 置 及 び 係 合 解 除 位 置 を 持 つ も の と し て 説 明 し た が 、 係 止 要 素 は 、 係  
合 位 置 と 係 合 解 除 位 置 と の 間 に さ ら な る 中 間 位 置 を 持 っ て い て も よ く 、 係 止 要 素 は 、 例 え  
ば 、 中 央 柱 と 支 持 体 と の 間 の 摩 擦 的 な 相 互 作 用 に よ っ て 、 こ れ ら の 中 間 位 置 ま で 回 転 さ れ  
、 保 持 さ れ 得 る 。 こ れ ら の 中 間 位 置 に お い て 、 係 止 タ ブ は 、 ヘ ッ ド が ヘ ッ ド 枢 軸 の 周 り で  
自 由 に 動 く こ と を 可 能 に す る が 、 パ ド ル が ア ー ム と 係 合 す る 前 の 新 た な 限 界 ま で ヘ ッ ド の  
枢 動 を 限 定 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が ヘ ッ ド の 枢 動 の よ り 限 定 さ れ た 範 囲 を 選 択  
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す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 開 示 さ れ る 実 施 形 態 に 対 す る 変 形 は 、 本 明 細 書 に 記 載 の 原 理 及 び 技 法 を 実 践 す る 当 業 者  
に よ っ て 、 図 面 、 開 示 、 及 び 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 検 討 に よ り 、 理 解 及 び 実 行 さ れ 得 る  
。 特 許 請 求 の 範 囲 に お い て 、 「 備 え る （ 有 す る 、 含 む ） 」 と い う 用 語 は 、 他 の 要 素 又 は ス  
テ ッ プ を 除 外 せ ず 、 単 数 形 は 、 複 数 を 除 外 し な い 。 単 に 、 特 定 の 手 段 が 相 互 に 異 な る 従 属  
請 求 項 に 記 載 さ れ て い る と い う 事 実 は 、 こ れ ら の 手 段 の 組 合 せ が 、 利 点 を 得 る た め に 使 用  
で き な い こ と を 示 す も の で は な い 。 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 任 意 の 参 照 符 号 は 、 範 囲 を 限  
定 す る も の と し て 解 釈 さ れ る べ き で は な い 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

JP 7701544 B2 2025.7.1(10)

フロントページの続き

２  フィリップス  インターナショナル  ビー．  ヴィ．  インテレクチュアル  プロパティー  アンド  
スタンダーズ

審査官　 マキロイ  寛済
(56)参考文献 特許第５００９９４０（ＪＰ，Ｂ２）

特許第２６０８１１２（ＪＰ，Ｂ２）
特許第５８００９９７（ＪＰ，Ｂ２）
特公平０７－１１４８６０（ＪＰ，Ｂ２）
特開昭５０－１４３６４３（ＪＰ，Ａ）
特表２０２０－５３５９１０（ＪＰ，Ａ）
特表２０２０－５１６３９４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ２６Ｂ    １９／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

